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一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２３
億
６
３
９
９
万
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
補
正
内
容
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
１１
億
８
８
６
１
万
円
、
障

害
者
自
立
支
援
給
付
費
負
担

金
３
億
４
５
４
２
万
円
の
増

額
な
ど
で
す
。

歳
出
の
主
な
補
正
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進
事

業
経
費
（
同
寄
附
金
の
増
加

見
込
み
に
伴
う
返
礼
品
経
費

等
）
…
１
億
８５
万
円

▼
Ｄ
Ｘ
（
＊
１
）
推
進
経
費

（
遠
隔
で
の
相
談
や
申
請
に

向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入

経
費
）
…
１
３
０
７
万
円

▼
小
・
中
学
校
施
設
改
善
維

持
補
修
経
費
（
通
級
指
導
教

室
等
の
環
境
整
備
に
係
る
経

費
）
…
６
３
０
万
円

債
務
負
担
行
為
の
主
な
補

正
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
事
業
経
費（
児

童
、
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
機
能

と
気
持
ち
の
可
視
化
機
能
を

搭
載
し
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築

費
等
）
…
３
０
３
０
万
円

▼
子
ど
も
医
療
費
助
成
年
齢

拡
充
業
務
委
託
経
費
（
助
成

対
象
年
齢
を
１８
歳
ま
で
に
拡

大
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改

修
費
等
）
…
１
３
４
５
万
円

▼
総
合
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

利
用
者
誘
導
警
備
業
務
委
託

経
費
（
警
備
員
配
置
に
係
る

経
費
）
…
７
９
８
万
円

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
保
健
所
対
応
関
連
経
費

（
同
感
染
症
の
自
宅
療
養
者

へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
新
型

コ
ロ
ナ
受
診
相
談
セ
ン
タ
ー

運
営
に
係
る
委
託
料
等
）
…

１１
億
６
５
３
８
万
円

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進
事
業

返
礼
品
Ｐ
Ｒ
の
た
め

テ
レ
ビ
局
等
へ
情
報
提
供
を

質
問

ふ
る
さ
と
寄
附
金
に

係
る
経
費
の
増
額
は
、
返
礼

品
の
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
検
査
キ

ッ
ト
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上

げ
ら
れ
寄
附
額
が
急
増
し
た

た
め
と
い
う
。
情
報
発
信
は

重
要
と
考
え
る
が
、
テ
レ
ビ

局
等
へ
働
き
か
け
た
の
か
。

な
お
、
関
心
の
高
い
本
検

査
を
市
立
ひ
ら
か
た
病
院
へ

導
入
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
の
情
報
発
信
に
加

え
、
今
後
は
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ

ア
も
含
め
た
発
信
に
努
め
る
。

北
部
リ
ー
フ
で
遠
隔
相
談

東
部
や
南
部
地
域
に
も

相
談
窓
口
の
設
置
を

質
問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用

し
、
遠
隔
で
相
談
等
を
受
け

る
と
い
う
が
、こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
北
部
リ
ー
フ（
＊
２
）

の
窓
口
と
何
が
変
わ
る
の
か
。

な
お
、
東
部
・
南
部
地
域

へ
も
窓
口
設
置
を
要
望
す
る
。

答
弁

こ
れ
ま
で
行
っ
て
い

た
相
談
や
行
政
手
続
の
つ
な

ぎ
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
介

護
認
定
の
相
談
や
申
請
な
ど

に
つ
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や

モ
ニ
タ
ー
を
利
用
し
、
相
談

や
申
請
手
続
ま
で
を
本
庁
の

関
係
部
署
等
と
遠
隔
で
行
う
。

北
部
リ
ー
フ

本
庁
と
つ
な
い
で
遠
隔
相
談

課
題
解
決
へ
の
取
組
は

質
問

遠
隔
相
談
に
必
要
な

機
器
を
購
入
し
て
北
部
リ
ー

フ（
＊
２
）と
本
庁
を
つ
な
ぎ
、

市
民
相
談
を
受
け
る
と
い
う
。

準
備
段
階
で
は
、書
類
が
モ
ニ

タ
ー
越
し
で
は
見
え
づ
ら
い

な
ど
課
題
が
あ
っ
た
と
い
う

が
、解
決
へ
の
取
組
を
聞
く
。

答
弁

モ
ニ
タ
ー
越
し
で
も

資
料
が
共
有
で
き
る
よ
う
書

画
カ
メ
ラ
を
購
入
す
る
。
ま

た
、適
切
な
部
署
に
つ
な
ぎ
、

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
職
員

対
応
も
含
め
、効
果
や
課
題
の

検
証
、改
善
を
行
っ
て
い
く
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
相
談
に

し
っ
か
り
対
応
す
る
体
制
を

質
問

子
ど
も
た
ち
の
相
談

す
る
こ
と
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が

下
が
る
よ
う
、
小
・
中
学
生

に
配
付
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

相
談
の
実
施
を
求
め
て
き
た
。

今
回
、
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
と
い
う
が
、
し
っ
か
り
対

応
す
る
た
め
の
体
制
を
聞
く
。

答
弁

実
証
実
験
で
約
２
５

０
件
の
相
談
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
全
校
で
実
施
し
た
場

合
の
相
談
体
制
を
検
討
し
、

相
談
員
や
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ

ー
を
配
置
し
て
い
く
。

１９
歳
か
ら
２２
歳
ま
で
の

入
院
医
療
費
助
成

先
行
し
て
実
施
す
べ
き

質
問

子
ど
も
医
療
費
助
成

の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
に
は
、

１９
歳
か
ら
２２
歳
ま
で
の
入
院

医
療
費
助
成
分
を
含
ま
な
い

と
い
う
が
、
理
由
を
聞
く
。

な
お
、
入
院
医
療
費
助
成

は
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
年

齢
拡
大
に
併
せ
て
の
実
施
で

は
な
く
、
５
年
４
月
か
ら
の

先
行
実
施
を
要
望
す
る
。

答
弁

入
院
医
療
費
助
成
分

は
医
療
証
を
発
行
し
な
い
償

還
払
い
の
た
め
、
シ
ス
テ
ム

改
修
や
医
療
証
送
付
に
係
る

予
算
は
計
上
し
て
い
な
い
。

支
援
教
育
に
係
る
課
題

支
援
ソ
フ
ト
導
入
の
効
果
は

質
問

支
援
教
育
に
係
る
課

題
へ
対
応
す
る
た
め
、
教
育

支
援
ソ
フ
ト
を
導
入
す
る
と

い
う
が
、そ
の
効
果
を
聞
く
。

な
お
、
支
援
教
育
に
つ
い

て
の
教
職
員
へ
の
研
修
や
指

導
体
制
の
充
実
を
要
望
す
る
。

答
弁

同
ソ
フ
ト
の
導
入
で
、

教
員
の
経
験
に
左
右
さ
れ
ず
、

一
人
一
人
の
障
害
や
特
性
に

応
じ
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
教

材
の
提
供
、
個
別
の
教
育
支

援
計
画
や
指
導
計
画
の
作
成

な
ど
を
行
え
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。

支
援
教
育
の
充
実
に
向
け

教
育
環
境
の
構
築
を

質
問

支
援
教
育
の
充
実
に

向
け
た
取
組
と
し
て
小
・
中

学
校
で
実
施
す
る
、
施
設
改

善
維
持
補
修
の
内
容
を
聞
く
。

な
お
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
シ
ス
テ
ム
と
、
保
護
者

も
安
心
で
き
る
教
育
環
境
の

構
築
を
要
望
す
る
。

答
弁

通
級
指
導
教
室
や
支

援
学
級
の
新
設
に
よ
り
、
５

年
度
に
普
通
教
室
が
不
足
す

る
学
校
へ
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
設

置
し
、
空
調
設
備
の
な
い
教

室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
。

総
合
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

来
場
者
の
安
全
確
保
と

交
通
渋
滞
へ
の
対
策
を

質
問

総
合
文
化
芸
術
セ
ン

タ
ー
来
場
者
の
安
全
確
保
に

警
備
員
を
配
置
す
る
と
い
う

が
、
歩
道
橋
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
部
分
の
警
備
内
容
を
聞
く
。

な
お
、継
続
的
な
警
備
と
、来

場
者
の
府
道
京
都
守
口
線
横

断
で
渋
滞
が
発
生
し
や
す
い

開
演
前
の
対
策
も
要
望
す
る
。

答
弁

来
場
者
が
多
く
見
込

ま
れ
る
事
業
の
終
演
後
に
、

上
り
下
り
１
基
ず
つ
と
し
て

い
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
２

基
と
も
下
り
方
向
に
動
か
し
、

来
場
者
を
円
滑
に
誘
導
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け

見
直
し
に
つ
い
て
の
考
え
は

質
問

国
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
、
い
わ
ゆ
る
感

染
症
法
上
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て
の
見
直
し
に
向
け
た
検

討
を
始
め
て
い
る
。
今
回
、

多
額
の
関
連
経
費
を
計
上
し

て
い
る
が
、
考
え
を
聞
く
。

答
弁

見
直
し
の
時
期
や
具

体
的
な
内
容
な
ど
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
同

感
染
症
患
者
が
５
年
４
月
か

ら
も
引
き
続
き
今
年
度
と
同

様
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
契
約
手
続
を
要
す
る
事

業
の
予
算
を
確
保
す
る
。

意
見

通
級
指
導
教
室
を
増

や
す
こ
と
で
支
援
学
級
の
教

室
環
境
が
悪
化
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
環
境
整
備
に
し

っ
か
り
と
取
り
組
む
べ
き
。

令
和
４
年
１２
月
定
例
月
議
会
は
、
１２
月

８
日
か
ら
２２
日
ま
で
の
１５
日
間
の
期
間
で

開
か
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
の

制
定
、
一
部
改
正
な
ど
４３
議
案
を
可
決
し

ま
し
た
。
ま
た
、
４
日
間
に
わ
た
り
２８
人

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
（
詳

細
は
２
・
３
面
）
。

今
回
の
改
正
は
、
子
ど
も

の
医
療
費
を
助
成
す
る
対
象

年
齢
を
、
現
行
の
１５
歳
ま
で

か
ら
、
１８
歳
ま
で
に
拡
大
す

る
も
の
で
す
。

な
お
、
施
行
日
は
５
年
８

月
１
日
で
す
。

助
成
対
象
年
齢
の
拡
大

実
施
ま
で
の
課
題
整
理
は

質
問

再
三
求
め
て
き
た
子

ど
も
医
療
費
助
成
対
象
年
齢

拡
大
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
は

一
定
評
価
す
る
が
、
財
政
面

も
含
め
実
施
に
至
る
ま
で
の

課
題
を
ど
う
整
理
し
た
の
か
。

な
お
、
２２
歳
ま
で
の
通
院

費
助
成
拡
大
を
要
望
す
る
。

答
弁

本
来
は
国
、
府
で
広

域
的
に
対
応
す
べ
き
施
策
だ

が
、物
価
高
騰
等
が
続
く
中
、

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
が
急

務
で
あ
り
、
長
期
財
政
に
お

け
る
黒
字
が
見
込
め
た
こ
と

か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

府
内
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
取
組

広
く
周
知
す
べ
き

質
問

子
ど
も
医
療
費
助
成

の
対
象
年
齢
拡
大
に
当
た
り
、

こ
れ
ま
で
独
自
で
実
施
し
て

き
た
支
援
も
対
象
と
な
り
、

府
内
で
一
歩
踏
み
出
た
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
取
組
に
な
る
と

い
う
。
こ
の
こ
と
を
広
く
周

知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

な
お
、
制
度
内
容
を
イ
メ

ー
ジ
図
で
表
す
な
ど
、
分
か

り
や
す
い
周
知
を
要
望
す
る
。

答
弁

広
報
紙
等
で
の
周
知

を
は
じ
め
、
新
た
な
助
成
対

象
者
に
対
し
、
制
度
案
内
と

と
も
に
申
請
書
を
送
付
す
る
。

質
問

子
ど
も
医
療
費
助
成

の
対
象
年
齢
拡
大
は
、
市
民

か
ら
の
粘
り
強
い
要
望
で
よ

う
や
く
実
現
さ
れ
た
。
こ
れ

ま
で
に
届
い
た
要
望
を
聞
く
。

答
弁

助
成
対
象
を
１５
歳
ま

で
に
拡
大
し
た
平
成
２７
年
以

降
、
市
長
へ
の
提
言
と
し
て

毎
年
数
件
、
各
種
団
体
か
ら

も
要
望
書
等
が
届
い
て
い
た
。

＊
１

Ｄ
Ｘ（DigitalTra

nsformation

）…「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
浸
透
が
人
々
の
生
活
を
あ

ら
ゆ
る
面
で
よ
り
よ
い
方
向

に
変
化
さ
せ
る
」
と
い
う
概

念
で
、
新
た
な
価
値
を
創
造

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
駆
使
に
よ
っ
て

既
存
の
枠
組
み
を
変
化
さ
せ

る
こ
と
。

＊
２

北
部
リ
ー
フ
…
北
部

支
所
内
に
あ
る
、
健
康
、
福

祉
、
子
育
て
、
介
護
、
障
害
、

生
活
困
窮
な
ど
の
複
合
し
た

課
題
に
対
応
で
き
る
総
合
相

談
窓
口
の
こ
と
。

本
条
例
は
、
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
「
デ

ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
」
に
よ

り
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、

民
間
事
業
者
等
に
お
け
る
個

人
情
報
保
護
制
度
が
、
改
正

後
の
「
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
」
に
一
本
化
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
同
法
の
施

行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
、
本
市
が
独
自
に
定
め
て

い
た
個
人
情
報
保
護
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

個
人
情
報
保
護

市
独
自
の
条
例
を
廃
止

市
と
し
て
の
見
解
は

質
問

こ
れ
ま
で
個
人
情
報

保
護
条
例
を
市
が
独
自
に
定

め
、
市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
を
守
り
、自
己
情
報
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
権
を
保
障
し
て
き

た
。
今
回
の
法
改
正
に
よ
り

国
の
法
に
基
づ
く
対
応
が
求

め
ら
れ
、
市
民
の
情
報
を
守

っ
て
き
た
同
条
例
を
廃
止
す

る
と
い
う
が
、見
解
を
聞
く
。

答
弁

改
正
法
の
施
行
後
に

お
い
て
も
、
情
報
通
信
技
術

の
進
展
や
社
会
情
勢
の
変
化

等
に
応
じ
、
個
人
情
報
の
保

護
を
的
確
に
行
っ
て
い
く
。

■
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

議
会
は
、
１２
月
２２
日
の
本

お
が
わ
て
つ
お

会
議
で
、
小
川
哲
男
氏
を
選

任
す
る
こ
と
に
満
場
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
５

年
１
月
１４
日
か
ら
３
年
間
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

議
会
は
、
同
日
の
本
会
議

で
、
次
の
と
お
り
、
推
薦
す

る
こ
と
に
満
場
一
致
で
適
任

と
決
し
ま
し
た
。

い
ま
も
り
い
わ
お

み
ぞ
ぐ
ち
な
お
き

今
森
巌
氏
、
溝
口
直
紀
氏
、

は
や
か
わ
た
か
し

わ
た
な
べ
み
ち
お

早
川
孝
氏
、
渡
辺
道
男
氏
、

な
か
の

け

え

こ

中
野
惠
永
子
氏

本
条
例
は
、
国
の
「
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」

の
改
正
に
伴
い
制
定
す
る
も

の
で
す
。
改
正
後
の
同
法
で

は
、
国
会
や
裁
判
所
が
保
有

す
る
個
人
情
報
は
対
象
外
と

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
整
合
を

図
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体

の
議
会
に
つ
い
て
も
対
象
外

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
条
例
に
お

い
て
、
市
議
会
に
お
け
る
個

人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

と
と
も
に
、
議
会
が
保
有
す

る
個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正

及
び
利
用
停
止
を
求
め
る
個

人
の
権
利
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
事
務
の
適
正

か
つ
円
滑
な
運
営
を
図
り
つ

つ
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保

護
す
る
も
の
で
す
。

５
特
別
・
３
企
業
会
計
の

う
ち
、
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
は
、
個
人

情
報
流
出
時
の
対
応
の
た
め
、

サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
保
険
料
に

係
る
経
費
等
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

意
見

市
立
ひ
ら
か
た
病
院

に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

強
化
と
、サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受

け
た
場
合
に
も
診
療
継
続
で

き
る
よ
う
、必
要
な
備
え
を
。

■
淀
川
左
岸
水
防
事
務

組
合
議
会
議
員

議
会
は
、１２
月
１９
日
の
本
会

議
で
、
淀
川
左
岸
水
防
事
務

た
ぐ
ち
よ
し
の
り

組
合
議
会
議
員
に
田
口
敬
規

お
お
つ
か
み
つ
お

議
員
、
大
塚
光
央
氏
を
い
ず

れ
も
指
名
推
選
で
選
出
し
ま

し
た
。

な
お
、
任
期
は
、
４
年
１２

月
２０
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

議
会
日
誌

１２月
１２
月
定
例
月
議
会

８
日
…
本
会
議
（
第
１
日
）

一
般
会
計
補
正
予
算
、
条

例
の
制
定
、
一
部
改
正
等

を
可
決

１５
日
…
本
会
議
（
第
２
日
）

７
議
員
が
一
般
質
問

１６
日
…
本
会
議
（
第
３
日
）

７
議
員
が
一
般
質
問

１９
日
…
本
会
議
（
第
４
日
）

７
議
員
が
一
般
質
問
、
一

部
事
務
組
合
へ
の
派
遣
議

員
を
選
出

２０
日
…
本
会
議
（
第
５
日
）

７
議
員
が
一
般
質
問

２２
日
…
本
会
議
（
第
６
日
）

一
般
会
計
補
正
予
算
、
人

事
案
件
、
意
見
書
を
可
決

意見書 その他 人事案件等 議 員
提出議案

条例
一部改正 制定

４ 年 度
補正予算

・
消
費
税
率
５
％
へ
の
緊
急
減
税
を
求
め
る
意
見
書

・
健
康
保
険
証
の
廃
止
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利

用
の
義
務
化
に
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書

・
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
利
用
者
負
担
増
及
び
給
付
削
減
の
中
止

を
求
め
る
意
見
書

・
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

・
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る
意
見
書

・
知
的
障
害
者
行
政
及
び
療
育
手
帳
制
度
を
全
国
共
通
の
施
策
と
し

て
展
開
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
対
す
る
助
成
及
び
定
期
接
種
化
を

求
め
る
意
見
書

・
市
道
の
認
定

・
市
道
の
廃
止

・
大
阪
府
都
市
競
艇
企
業
団
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

・
香
里
ケ
丘
図
書
館
・
香
里
ケ
丘
中
央
公
園
み
ど
り
の
広
場
の
指
定

管
理
者
の
指
定

・
火
葬
場
（
や
す
ら
ぎ
の
杜
）
の
指
定
管
理
者
の
指
定

・
障
害
者
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

・
総
合
福
祉
会
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

・
く
ず
は
北
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
の
指
定

・
蹉
跎
生
涯
学
習
市
民
セ
ン
タ
ー
・
蹉
跎
図
書
館
及
び
牧
野
生
涯
学

習
市
民
セ
ン
タ
ー
・
牧
野
図
書
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

・
御
殿
山
生
涯
学
習
美
術
セ
ン
タ
ー
・
御
殿
山
図
書
館
及
び
菅
原
生

涯
学
習
市
民
セ
ン
タ
ー
・
菅
原
図
書
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

・
楠
葉
生
涯
学
習
市
民
セ
ン
タ
ー
・
楠
葉
図
書
館
及
び
津
田
生
涯
学

習
市
民
セ
ン
タ
ー
・
津
田
図
書
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

・
自
転
車
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

・
都
市
公
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定

・
専
決
事
項
の
報
告
（
損
害
賠
償
）

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意

・
淀
川
左
岸
水
防
事
務
組
合
議
会
議
員

・
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定

・
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

・
自
転
車
駐
車
場
条
例

・
都
市
公
園
条
例
及
び
附
属
機
関
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
一
般
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
の
促
進
等
に
関
す
る
条
例

・
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

・
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例

・
附
属
機
関
条
例

・
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

・
職
員
給
与
条
例
等

・
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例

・
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

・
重
度
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
等

・
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例

・
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

・
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
自
動
車
駐
車
場
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

否

決

否

決

否

決

否

決

否

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

聴

取

適

任

同

意

選

挙

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決
－ － － － － ２ ２ － － ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ － １ １ １ １ － ４ ４ ４ － － ４ － － － １ － － １ １ １ １ １ １ １ １ １ ４ １
・木村亮太議員（大阪維新の会 枚方市議会議
員団）は、議長としての立場上、採決に参
加していません。
・１２月８日は、木村亮太議長が本会議を欠席
し、大地正広副議長（公明党議員団）が議
長に代わり議事進行を行ったため、採決に
参加していません。

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

会派等所属別議員名
結成順に掲載。（ ）は会派等の略称

日本共産党議員団（共 産）
堤 幸 子、広瀬ひとみ、
野 口 光 男、松岡ちひろ

連合市民の会（連 合）
西 田 政 充、野 村 生 代、
八 尾 善 之、奥 野 美 佳、
番 匠 映 仁

大阪維新の会
枚方市議会議員団（維 新）
鍜治谷知宏、岩 本 優 祐、
木 村 亮 太、泉 大 介、
岡市栄次郎、門 川 紘 幸、
小 池 晶 子

公明党議員団（公 明）
上 野 尚 子、有 山 正 信、
山 口 勤、大 地 正 広、
藤 田 幸 久、丹 生 真 人、
田 中 優 子、一 原 明 美

自由民主党議員団（自 由）
漆 原 周 義、田 口 敬 規、
加 藤 治

自由民主党枚方創政会（創 政）
前 田 富 枝、長 友 克 由

改革市民の会（改 革）
妹 尾 正 信

議
決
結
果
一
覧

掲載面
共 産
連 合
維 新
公 明
自 由
創 政
改 革


